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緑のコーディネーター通信   

《緑のコーディネーター種田静江さんからの投稿です。》 

 東吉塚フラワーフェスタの会の活動のひとつとして、６月７日（木）東吉

塚小学校の５年生の子どもたちと吉塚駅前に花を植えました。東吉塚フラ

ワーフェスタの会は平成１４年、当時の５年生の「校区を花でいっぱいにし

たい」という情熱と、それを実現させてあげたいので手伝ってほしいという

当時の担任の先生の熱意に感動して、お手伝いをしようと立ち上げました。 

 一緒に植えるのは、毎年先輩の志をつぐ、東吉塚小学校の５年生です。今

年も、去年植えられた花を整理して、植え替えをしました。最後に、駅長さ

んに毎日の水やりをお願いして、綺麗

に後片付けをしました。 

 今後みんなに花を楽しんでもらえる

ように、メッセージを作る、折を見て

花の手入れと草取りをする等を予定し

ています。吉塚においでの機会があり

ましたらぜひ、吉塚駅前の花も見てい

ただければ幸いです。 

 なお、次回は６月２３日（土）朝８

時から吉塚７丁目の通称まるまる公園

の花の植え替えをします。 

           （種田静江） 

（事務局より） 

今回、種田さんの活動を見学させてもらいました。５年生の２クラス６３名

が参加。子供たちの声です・・「楽しかった！」「みんなに見てもらいた

い！」「駅に来るのが楽しみ！」など、元気な声が返ってきました。地域の

方が一体となった素晴らしい活動ですね。 

Ｎｏ．１４ ６月号 発行日 平成１９年６月２０日 

 記事投稿のしかた 

本誌に記事を載せたい方は

事務局にご連絡の上、記事

内容を書面（メール可）で

提出してください。記事の

量によっては、重要箇所の

みの掲載となります。活動

参加者募集等を行う場合

は、必ず連絡先、連絡方法

を明記してください。７月

号（７月２０日前後発行）

への投稿〆切日は７月１０

日です。それ以降の投稿は

８月号への掲載になりま

す。みんなが気持ちよく新

聞を利用できるようルール

を守りましょう。 

 東吉塚小学校の児童と吉塚駅前の花の植え

かえをしました。 
     東吉塚フラワーフェスタの会（活動報告）《投稿記事》 

植え替えの指導をする種田静江さん グループごとに記念撮影 

虫に驚きながらの植え替え作業 
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 私は裏千家茶道教室を主宰しています。お稽古に〈茶花〉は必須科目な

ので庭には一年中花を咲かせています。地球温暖化等により年々花木や人

間の体力が弱くなることに危機感を感じて３年前〈緑のコーディネー

ター〉になりました。４月から筑紫女学園大学大学院「人間科学研究科」

の学生でもあり、〈茶道文化における陰陽五行思想〉を研究しています。

生命の根源であり宇宙の活力であるものを『気』と名づけ、それは陰と陽

の二つから成り宇宙間のあらゆるものは陰陽の二つにより形成されると考

える陰陽説。人間生活には木火土金水（もくかどごんすい）の五元素が最

も重要であり宇宙間のあらゆる事物現象は五行の働きによると考える五行

説。この思想は私には田舎（旧筑

紫郡山家村）に育った環境で体得

し得たもので〈茶道〉や〈緑の

コーディネーター〉に於いても共

通の〈緑のルネッサンス〉という

認識で取り組むことができます。 

 今回の写真は私の庭に今年の

〈歌会のお題・月〉に因んで野点・茶箱の月点前（つきてまえ）

のデモンストレーションをしました。（自宅・那珂南公民館・観

世音寺天智院のお稽古場訪問もできます。） 

 私の庭のみならず近隣の美しい街路樹や公園の老木に定期的に

肥料や水を施して猛暑の夏に緑陰の下〈緑ルネッサンス〉で高齢

者や幼児たちのオアシスになればと〈草の根〉の実践もしていま

す。 

（事務局より） 

興味深いお話、ありがとうございました。日本の文化は奥が深

く、優雅で風情がありますね。いつまでも意欲的に勉強されてい

る姿は、見習わなければ・・と思いました。多くの方の紹介をし

たいので、皆さんの投稿をお待ちしています。 

緑のコーディネーターさんご紹介！ 今回は中山倭文子
し ず こ

さんです。  

片江夫婦桜の丘（片江市民緑地グリーンメイトの会）便り 

 《緑のコーディネーター角銅久美子さんからの投稿です。》 

 ５月１６日（水）、６月１日（金）と、草刈とつつじの剪

定、ひまわりの種まきを行いました。休憩時間に実った『び

わ』をいただきました。とてもさわやかな美味しいびわでし

た。栗の花がたくさん咲き、秋の収穫が楽しみです。 

 ６月２０日（水）の定例作業日には、びわの剪定の講義講習

を白石先生に教えていただけるとのことです。 

 ７月・８月・９月の暑い時期の定例作業

の時間は、午前１０：００より行い午後で

終わるようにします。 

            （角銅久美子） 

 

（事務局より） 

おいしそうなびわですね。季節ごとに旬のものが味わえるというのも、市民緑地ならではですね。暑い時期

の作業は、熱射病などに十分気をつけてください。 

茶花の前で 中山倭文子さん 

自宅の庭で野点〈月点前〉のデモンストレーション 
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七隈校区「街路花壇づくり」の指導をしました（活動報告）《投稿記事》 

 《緑のコーディネーター井口弘幸さんからの投稿です。》 

 ６月１３日（水）丂隈公民館より「花壇設置」の相談依頼を受け、現地へ伺いました。当初、担当の公民

館主事の増田さんとの事前打合せのつもりでしたが、すでにたくさんの方が集まっておられ、講習会の雰囲

気が漂っていました。 

 早速、現地の確認を行ったところ、花壇予定地は周囲の大木の根が縦横に伸び、土壌も劣悪でした。そこ

で〈花壇予定地の整備〉の必要な事の説明とその方法についての提案を行いました。 

 その後、花壇植栽に関しての質疑応答にうつりましたが、花に対する知識も豊富で、しかも大変熱心なの

で、質問内容も専門性が高く、答えるのに戸惑うほどでした。自らの丌勉強を知る機会となりました。 

                                         （井口弘幸） 

（事務局より） 

井口さんと一緒に丂隈公民館に行ってきました。花壇づくりのきっかけは、“丂隈校区を花いっぱいにした

い”という意見が持ち上がり、公民館の広報誌で呼びかけたところ当日３０名の方が集まりました。皆さま

熱心で色々な質問がでましたが、井口さんには分かりやすく答えて頂きました。お疲れ様でした。 

丂隈小学校前の現場を見学 質問に答える 井口弘幸さん 

アサガオジャック！？ 福岡市役所がアサガオでいっぱいに！ 

 先月号でお知らせした市役所の“朝顔のカーテン”。すでに

ニュース等でご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、なん

と、市役所西側のベランダ全階で実施することになりました！ 

 ５月１９日に引き続き、６月５日、６日の業務終了後、職員の

ボランティアにより、植え付けを行いました。今後の水やりや花

がらつみなどの管理も、市役所全体で取り組んでいきます。蒸散

防止のため、プランターの土の表面には、街路樹等の剪定枝を粉

砕した『リサイクルチップ』を撒いたり工夫しています。 

 ５月に植えたものは、すでに外の広場から見えるくらいの大き

さに生長し、７月にはベランダがアサガオでいっぱいになりそう

です。昨年たくさん取れたアサガオの種ですが、今回の植え付け

ですべて使ってしまいました。来年はこの種がもっと広がって、

街がアサガオの緑と、育てる人の笑顔でいっぱいになったら素敵

だな～と夢が膨らみます。 

 ちなみに、市役所関連では、早良区役所、城南区役所、百道の

保健環境研究所、西区内浜の環境局ごみ対策西南部事業所、今宿

小学校でも、“朝顔のカーテン”を実施中です。試験的にヘチマ

なども植えていますよ（＾＾）。お近くにお住まいの方は、ぜひ

ご覧ください。 （都市整備局緑化推進課＆環境局温暖化対策課） 


